
社会福祉施設におけるその他の仮設物、建築物、構築物等を起因物とする死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
18～

19

利用者宅にて訪問入浴サービスを提供し、退出する際に玄関の段差を踏み外して転

倒した。
34

10

～

29

1
10～

11

和室で児童の療育に従事中、畳の上に置かれたすべり台を児童とともに被災職員が

滑り降りていたが、着地の直前、別の児童が急に近寄ってきたため、一緒にすべっ

ていた児童をかばいながら足を踏ん張り、急停止した。 このとき勢いがついたた

め、被災職員の右足の親指が下方に巻き込まれるような状態になり、骨折した。

50 ―

1
9～

10

デイルーム外にある洗濯干場にて、利用者様の作品展の準備中、不足した洗濯物を

取りに出た際、物干しの下に氷が張っておりバランスを崩して転倒し左足を骨折し

た。

65

30

～

49

1
10～

11

保育園のテラスで散歩に出掛ける準備をしていた時、外部のサッカー教室の用具等

が置いてある所を避けようと歩いていたところ、テラスの縁から足を踏みはずして

園庭側に転倒した。

62

10

～

29

1 5～6
職場敷地内駐車場を通り、他ユニットへ移動する際、暗く凍結している路面に気付

かず、足を滑らせ転倒し、後頭部を打ち、腫れた。
41

1～

9

1
11～

12

浴室の脱衣場で、お風呂上がりにストレッチャーに乗っている利用者の方を着替え

のためにベッドへ移乗した後、濡れている床に足を滑らせ、左手を床につき左手首

を痛めた。

51

10

～

29

1
17～

18

休憩室（畳部屋、小上り）で書類記入作業時、必要書類を取る為に、畳部屋から降

りようと踏み台に左足を乗せた時、足が滑って左足がギクッと音がしてお尻から床 27

100

～



に落ちた。 299

1
9～

10

敷地内で送迎業務中、施設到着時に車両から玄関方向へ移動していたとき、地面が

凍結しており、足を滑らせて転倒した。
48

10

～

29

1 8～9
デイサービス施設にある花壇に散水するため、花壇横にある水道蛇口やホースを準

備中、バランスを崩して転倒し、左橈骨頭を骨折した。
59

50

～

99

2 14~15

入浴の介助をする準備のため、脱衣場で作業していたところ、床が濡れていたころ

に気付かず足を滑らせてバランスを崩し、咄嗟に手を床について転倒を防ごうとし

たため、手首を捻挫した。

48

10

～

29

2 11~12

当保育園一歳児クラスの保育室において、給食中の園児の世話をしていた。 園児

がおかずをおかわりしたいと言ったので保育室の隣なりの調乳室でおかわりのおか

ずを皿に入れ、両手で持って園児の所へ運ぼうとしていた。 給食の時は、持ち運

びが出来るベンチ（縦約30㎝×横約120㎝×高さ約30㎝、重さ約10㎏ウレタン

フォーム・合板製、布製カバー有）を並べて保育室を半分に区切り、テーブルと椅

子を並べてそこで食事をしている。 ベンチとテーブルの間に幅約50㎝の通路があ

り、そこを通ろうとしていた。 足元を良く見ていなかった為そのベンチの角で右

足つま先（素足）を強打し受傷した。

31

10

～

29

3 14~15
園内の廊下に設置してある棚に登り、展示物の片付作業をしているところ、作業を

終え棚から下りる際に踏み台への目測を誤り落下し、左腕手首を強打し負傷した。
52

10

～

29

3 13~14

浴室で入所者の入浴を支援しているときに、体を洗う前に入所者が浴槽へ向かっ

た。 浴槽に入る前に体を洗うため、洗い場へ誘導した際に、足元が滑って後ろに

倒れたところ、足首をひねった。

61

10

～

29

3 17~18

夕食のみそ汁をセットするため、厨房からカート庫へ移動中、配膳を終え厨房へ戻

ろうと振り向いた際、扉が閉まりかけているのに気づかず、トレーがぶつかり左脇

腹を強打した。 配膳中に配膳車が扉にぶつかり、ストッパーがはずれ、閉まって

来たと思われる。

61

50

～

99



3 11~12

園庭にて1歳児の保育をしていた際、1人の園児が園舎に向かって走り出したた

め、それを追いかけて走っている時に、園庭内の10㎝程のコンクリートの段差を

踏み外し、左足首をひねり尻もちをつく形で転倒し、左足首から腰部にかけて負傷

した。

41

10

～

29

3 14~15

児童が遊具で遊ぶのを見守りしていた所、遊具を修理している箇所があり、それを

見ようとする児童を静止させようとした時に、児童に押された事もありバランスを

崩し、高さ1mの所から落下し、鉄パイプで後頭部と首を強打した。

45

10

～

29

3 5~6
施設裏口にて新聞回収に行っている時、排水管に躓き、倒れとうになり壁に手をつ

き負傷した。
64

10

～

29

4 8～9

入所している利用者の歯科治療の為、対応できる専門機関（病院）へ行くため車で

移動していた。 病院に到着し、先に被災者が下車し、利用者の下車を介護するた

め後ドアに移動してスライド式ドアを開けたところ、突然車内から荷物が落ちてき

た。 とっさに荷物が落ちないように支える動作をした際に、足元の段差（雨で濡

れており滑りやすくなっていた）により不安定な姿勢になり転倒した。

58

100

～

299

4
9～

10

デイサービスにおいて高齢者の送迎業務中、施設に戻りお預かりしたバッグを左手

指に引っ掛けて持っていた所、階段の手すりにバッグが引っ掛かり、左手の指に強

い負荷がかかった。

64

30

～

49

4
11～

12

昼食時、4階の食堂から入所者をトイレに誘導し、その後再び迎えに行こうとした

際に食堂出入口の自動扉に足を引っかけ転倒し、左手橈骨骨折を負った。
48

50

～

99

4 1～2

3病棟にて、朝のミルクの準備中にイリゲーターを提げる台車のねじが緩み、上か

ら下へ提げる箇所が落ちた。 その衝撃でイリゲーターが床へ落ち、中身がこぼれ

て床がびしょ濡れになったため、床を掃除しようとした際に足を滑らせて転倒しそ

うになった。 踏ん張ろうと横にある流し台を掴んだが、バランスを崩し右足を捻

り、徐々に痛みが増し歩行困難になった。

40

100

～

299

16～ 園庭で保育中、子どもが川にバケツを投げそれを拾うために、とっさにフェンスを
30



5
17 乗り越えたところ着地に失敗し、右手首から落ちた。

62 ～

49

5
10～

11

福祉サービス利用援助事業において支援活動中に、地域活動支援センター駐車場入

口のチェーンに躓いて前のめりに転倒し、右手首を地面に強くついた。
68

50

～

99

6
10～

11

有料老人ホーム4階浴室にて、入居者の入浴介助の後、対象入居者を車椅子にて廊

下に移動させた後、自身も退室しようとした際に、濡れた入口スロープ床面で足が

滑り、咄嗟に右手を床につき、直後に右側頭部を床面に打った。

54

30

～

49

7 14~15
買い物支援中に、店の出入口で約20cmの段差を確認できなかったため、踏みはず

し、転倒し手右橈骨を骨折した。
54

10

～

29

7 10~11

訪問介護利用者にてサービス中、利用者の外出（買い物の付き添い）のため自宅よ

り利用者のそばに付き添って徒歩で移動していたときに前方より自動車が来て利用

者がぶつかりそうになったのを阻止しようと手を差し伸べたところ道路の側溝に足

をとられ転落し右足を負傷した。

78

30

～

49

7 8~9
駐車場に車を停め、徒歩で事業所に向かっている途中、玄関付近の段差につまずき

転倒した。
64

10

～

29

7 21~22

保育室で行事の片づけをするため、重さのあるテーブル（たて90cm×よこ

180cm×高さ55cm、鉄製、厚さ10cmの木の天板）を2人で運びながら高さ40cm

程のステージに上がろうとした時、腰に急激に強い力がかかり、強い腰痛が発生し

た。

51

10

～

29

7 10~11

店搬入口駐車場にて商品納品のための荷下ろしの際、少し目を離した隙に台車に乗

せた商品が坂道で勝手に動き出した。 慌てて止めようとしたところ、駐車場にあ

る側溝に台車ごと落ち、足を骨折した。

54

10

～

29

7
15～

16

一次保育室でおやつを配っている時、テーブル回りから配膳台へ移動する際、部屋

の引き戸に左足つま先をぶつけてしまった。
38

30

～



49

7 3～4

スタッフルームで転倒し、休憩が終わり仕事へ向う途中で発生した。 休憩に入る

前に、スタッフルームの電気を点けたが消えていたため、暗闇の中を進んで行った

ところ、パイプ椅子に左足が絡み、うつ伏せの状態で転倒し、左膝・左胸・右大5

指を強打した。

62

100

～

299

7
15～

16

会社駐車場にて、夏祭りを行っていたとき、利用者に食べ物を配膳するため、お盆

を持って歩いていたところ、高さ10㎝程の車止めに右足が引っ掛かり転倒した。

その際、両手がふさがっていたため手をつくことが出来ず、左肘を骨折負傷した。

61

10

～

29

7
17～

18

建物裏1階の通用口にて、洗濯物を取り込むため、物干しスタンドを両手で抱えた

まま館内に入ろうとしたところ、通用口ドアの下枠に躓き、物干しスタンドを持っ

たまま前方へ転倒し、転倒時に左手をついたため左手首を負傷した。

68

50

～

99

9
10～

11

客先訪問中、介護者の洗濯物を干そうと踏み出したところ、踏み石が段差になって

いるのに気付かなかったため、躓いて足を捻り、右膝の後ろの筋を違えた。
68

10

～

29

9
18～

19

施設駐車場にある花壇に液肥をやる為、ジョウロを手に持ち、水と一緒に花壇に撒

いた後、戻そうとしたら近くの車止めブロックにつまずき転倒、右大腿骨頚部を骨

折した。

56

100

～

299

9 7～8

ヘルパーが居室へ訪室すると、ご入居者様がベッドの下に頭部が入るような形で転

倒していた。 他職員を応援に呼び、ヘルパーがベッドを持ち上げ、他職員がご入

居者様を救出する。 その後、ヘルパーより腰に違和感があると訴えがあったもの

である。

65

100

～

299

9
14～

15

施設内の事務所の引き戸で障がいのある利用者に、支援で付いている時に引き戸に

付いているクッションが外れていたので職がつけるタイミングと利用者が引き戸を

閉めるのが同じで、右手を挟んでしまった。

46

100

～

299

9
10～

11

掃除の際に部屋の窓をベッドの上で膝を立てて拭いていた、拭き終わった後、左回

りでベッドから降りようとして、自分の足に引っかかって左肩から落ちて左肩と腕

と胸を打った、その後痛みがあったが仕事を続け、翌日も痛みがあったが病院が休
61

30

～

49



みだった為、仕事をした、月曜日に内出血が確認されたので病院を受診した。

10
15～

16

特別養護老人ホーム内入居者居室にて、リネン（シーツ）交換中、シーツを張り終

えベッド位置を戻す際、ベッドのローラーが勢いよく動き右側に置いてあったタン

スにぶつかりベッドとタンスの間に挟まれて右手第5指を負傷した。 挟まれた際、

ベッドをすぐに動かそうとしたがベッド頭部側ブレーキを2ヵ所かけていた為、位

置をずらすことが出来なかった。

29 ―

10 8～9
保育園一歳児クラスにて保育中、子ども同士のトラブルを未然に防ごうとして慌て

て動いた為、玩具棚に右足の指を強打してしまった。
48

50

～

99

10
11～

12

公園内複合遊具施設内滑り台にて、児童を介助して降ろした後、自ら降りた際バラ

ンスがとれず落下してしまった。 勢いよく地面に落ちてしまい、お尻を強く打っ

てしまい、胸骨第12番目を骨折してしまった。

63

50

～

99

10 7～8
園内の倉庫にて、作品展の備品を取り出しているときに、急に強風が吹き扉が突然

閉まり、右手の指を挟んでしまい負傷した。
21

10

～

29

10 5～6

夜勤中に台所で清拭用のお湯を作りポットを右手に持ち移動しようとした時に、

テーブル脇に置いてあった足置きに躓いて転倒し、左肘・左膝を床に強打して骨折

した。

54

10

～

29

10
13～

14

施設玄関から、駐車場への段差において、倉庫に置いてあるチャイルドシートを取

りに行こうとして、前向きに降りたところ、段差の高さが16.5cmあり、着地した

左足首に意識していなかったため負担がかかってしまい、左足首を痛めた。

48

10

～

29

10
9～

10

施設2階北側の窓が台風強風により前後に勢いよく動き雨風が室内にふりこみ網戸

が廊下に落下していたため、窓の左側に手を入れ手前に戻そうとした時に強風で窓

が閉まり左腕を挟んでしまった。

54

30

～

49

10
10～

11

建物2Fの食堂を他居室で医療処置施行中に呼ばれたため、走って通過中、カウン

ター中央のテーブルの端に左大腿部をぶつけた。 受傷時、痛みと腫れは無く仕事

を続けるが、痛みと腫れが出る。

53

50

～

99



10
15～

16

利用者の居室で洗濯物をタンスに収納し、振りむきざまにコンセントの線に引っ掛

かり転倒した。
70

50

～

99

11
12～

13

リネン庫から、バスタオルを取り、浴室に補充に行ったところ、内側から浴室のド

アを閉める際に左手指を挟んでしまった。
64

50

～

99

11 5～6
5階フロア廊下で、オムツ交換後、台車にオムツを補充するため取りに行こうと振

り返り歩き出した際、ソファの脚に右足を強打した。
43

100

～

299

11
17～

18

施設用のトイレ付近において、壁に掛けているホワイドボードに記入している時、

後ろから施設利用者に押され、柱の角で顔面を強打し転倒し、口、首、顔、足を負

傷した。

57

10

～

29

12 9~10
当施設内廃棄物置場にて、グループホームの廃棄物をコンテナ内へ捨て、コンテナ

から地面に降りる際に足を滑らせバランスを崩したまま着地し左足を負傷した。
32

100

～

299

12 8~9

朝一番の訪問先に別のヘルパーと同行するために、コンビニ駐車場で待ち合わせを

した際、バイクを押して歩行中、車止めに躓きバイクと一緒に転倒し、左肩を強打

し骨折した。

63

50

～

99

12 16~17
障害者福祉サービス事業所にて、利用者の送迎を終え、車を洗車するため車庫に出

入りした際、出るときにシャッターに右肩を打ちつけ、右肩腱板断裂した。
73

30

～

49

12 11~12
勤務先グループホーム内、利用者居室の入口で対応中、利用者が引き戸を閉めたの

に気づかず、左手を挟まれて出血した。
57

10

～

29

12 23~24
介護事業所にて夜勤中、利用者をベッドから移乗する際、足元を滑らせ転倒し、左

肩や左腕を床に打ちつけ負傷した。
76

30

～

49



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_11.html

	ローカルディスク
	file:////jishalan13/080技術部/国際セ/情報提供/安全衛生統計/2021英文/日本語/2017死傷事例/小業種起因物/pdf/2017jnfi130201cs419.html


